
イ 普及活動の地域課題

(ｱ) 地域課題一覧（地域第一・二係）

課題番号 18 活動年次 Ｒ８～10年度 地域係（連携地域係） 地域第一・二係

対象地域 ＪＡあしょろ馬鈴薯生産部会 連携機関 ＪＡあしょろ、北海道
本別町地仙美里東地域 ちぬやファーム、足寄

町、農業大学校、本別
町、ＪＡ本別町

課題名 ○畑作物の安定生産技術の推進

普及対象 ＪＡあしょろ馬鈴薯生産部会（19戸）、本別町仙美里東地域（７戸）

担当者名 田川専普、小川係長、吉川普職、金子主査、堀内専普、末永専主、寺西係長

浦部支所長

活動の 近年、ばれいしょの作付面積と生産量は急増している。これに伴い、多収
ねらい ・良食味で病害虫抵抗性を備えた品種が求められている。 しかし、ＪＡあ

しょろ馬鈴薯生産部会では、部会員間の栽培管理技術に差があり、収量格差
が大きい。従来品種の多収対策に加え、「さらゆき」の施肥技術を確立し、
栽培技術と収量の高位平準化を図る必要がある。また、小豆では、土壌の富
栄養化や高温の影響により葉落ち不良や二次成長が発生し、倒伏リスクが高
まっている。これらを踏まえ、倒伏防止に向けた栽培技術の検討と、小豆お
よび他作物の適期収穫による収量・品質向上を図り、安定生産技術の確立を
推進する。

推進事項 ばれいしょの栽培管理技術の向上、小豆安定生産技術の実践

関連事業

課題番号 19 活動年次 令和８年度 地域係（連携地域係） 地域第二係

対象地域 足寄町 連携機関 ＪＡあしょろ

課題名 自給飼料生産の安定化

普及対象 足寄町和牛研究会（13戸）

担当者名 金子主査

活動の 近年の牧草収穫期の高温干ばつにより、自給飼料の収量・品質低下リスク

ねらい が高まっている。草地管理方法の改善により自給飼料生産の安定化をめざす。

推進事項 草地管理方法の改善（０戸→２戸）

関連事業


